
 

 

“Society5 0”

AI

 

2020

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT

27 12

 

令和元年度

－ 3 －



 

 

 

 

教職課程の授業、

教育実習を終えて 

日本語日本文学科 ４回生

森 文 恵

私は、母校である中学校で３週間の実習を行いました。実習が始まるまでは、３週間をとても

長いもののように感じており、高校の２週間の実習をとてもうらやましく思っていました。しか

し、実際に実習を終えた今では、３週間はとても短い時間だったのだと考えを改めさせられまし

た。

私の実習は水曜日から始まりました。最初の２日間は講話が中心で、大学の講義で学んだこと

をより深く、リアルに知ることができました。プリントや教科書に書かれている現場における課

題にどのように学校が取り組んでいるのか等、生徒として学校に通っている時には気にもしてい

なかったことを教員として考えるきっかけになりました。

３日目から２週目の後半までは、授業観察が中心でした。個人的な反省としては、国語科ばか

りではなく、他の教科の見学に積極的に行くべきだったと思っています。自分自身の行動を決め

かねているうちに１日が終わってしまい、授業見学のアポイントが取れずに変な空き時間ができ

てしまったりしたのがもったいなかったです。

２週目の後半から実際に授業を行いました。実習で授業をして思ったことは、生徒の目線に立

つことができていないということです。私は、１年生７クラスのうちの４クラスで授業を行いま

した。１単元を全５コマで行う予定だったのですが、うち２クラスは授業が計画通りに進まず単

元終了に６コマかけてしまいました。「生徒の目線に立つ」言葉にしてみるととても簡単そうに感

じますが、実際の授業で考えると、チョークの色・プリントの空白の大さ・掲示物の大さ・範読

の速さ・課題の量と提出期限など必要事項を挙げるとキリがありません。これらを少しでも完璧

に近づけるために欠かせないのが教材研究です。中学生にはとても豊かな発想力があります。「事

前の準備がしっかりしていない授業は教壇に立つ自分本位の独りよがりになりがち。しっかり準

備ができていれば生徒の突飛な発想も授業に生かすことができる。」この教科担当の先生からのお

言葉がとても印象に残っています。

今回の実習では自分の未熟な部分がたくさん見えてきました。時には落ち込むこともありまし

たが、そんな時に支えてくれたのは同じ実習生の仲間たちや、在学時代にお世話になった先生方

でした。私一人ではこの３週間を乗り越えることはできなかったと思います。また、どんなに疲

れて家に帰っても、次の日に生徒の笑顔を見るだけで「よし、がんばろう」と思えた時に教員に

なりたいという思いが強くなりました。

幸いなことに私はこの春から教員として働かせていただけることになりました。この実習を通

して見えた課題に再び直面することが必ずあると思います。その時に困らないようにするために

も日々の努力を積み重ねていきたいと思います。
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